
 

 
 
 
 
 
 

  令和２年春の農作業安全確認運動（３月～５月）実施中！ 

        見直そう！農業機械作業の安全対策 
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農作業死亡事故の減少を実現するためには、安全意識の向上や安全行動の呼びかけ
に加え、特に死亡事故が多発している農業機械作業について安全対策を農業者個人及
び地域全体で強化することが重要です。 

令和元年以降、作業機付きトラクターの公道走行が可能となり、農業者が農業機械
の灯火器類の確認等を行う機会が増加するタイミングと合わせて、農業機械作業の安
全対策を見直す運動を全国的に展開します。 

特に、乗用型の農業機械作業におけるシートベルト・ヘルメットの着用徹底により、
転落・転倒死亡事故の大幅減少を目指しましょう。 

 



 
 

 

 

加須市できゅうりを栽培している（株）田島農園は、約

40 年間きゅうり栽培を続けてきた父 啓司さんから、兄の

祥之さん、弟の充さんが経営を引き継ぎました。売上げ

１億円を目標に新しい取組みにも積極的にチャレンジ

し、平成 28 年にはその品質が評価され農林水産大臣賞を

受賞。さらに、平成 31年には農業法人化するなど兄弟で

活躍する地域の中心的な生産者です。 

栽培面積は約 50ａ。この面積の施設を兄弟、父母とパ

ート 11 名で経営しており、越冬＋無加温＋晩抑制＋半促

成の各作型を組み合わせて、つる下ろし栽培により生産

することで通年での収穫が可能となり、パート雇用も有

効活用できるようになっています。 

施設内には、（株）誠和のプロファインダーNext80 を

導入し、温度・湿度・二酸化炭素等のデータを「見える

化」、複合環境制御を図ることで、天候に左右されず市

場ニーズに適応した品質、収量が安定的に供給できるよ

うになりました。 

通常のきゅうり栽培で手間のかかる仕分け作業を省

略し、直接箱詰め作業を行う収穫方法（本人談「ワンタ

ッチきゅうり」）により、鮮度を武器に「朝取りきゅう

り」という商品名で、消費者に届けています。 

また、お二人は「お客さまが求める、新鮮で美味しい

きゅうりを一本でも多く届ける。」という信念のもと生産に励んで

いるとのことです。 

更に、地域との繋がりも大切にしており、小学生の農業体験を受

入れたり、ＪＡの生産部会の仲間ともうかる農業を実践するため、

技術の検討会を行なっている他、新規就農者を受入れ、自立するま

でサポートを行ない、地域の発展にもご尽力されています。 

将来は、収穫ロボットの導入も視野に入れ、1 ㏊まで規模を拡大

し、仲間ともうかる農業を実施し「売上１億円を！」を実践したい

と、きゅうりへの熱い思いと情熱を語ってくれました。 

 
 

  

～スマート農業を活用し 

「売上げ１憶を目指す」～ 

加須市の（株）田島農園さん 

 
埼玉県加須市で先端技術を導入し品質と収量の安定を図り、もうかる農業の実践を目

指す(株)田島農園をご紹介します。 
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管理されているきゅうり(圃場) 

複合環境制御システム「Next80」 

 


